
巻 頭 言

二
〇
〇
九
年
は
、
一
九
六
九
年
一
月
十
八
�
十
九
日
の
東
京
大
学
安
田

講
堂
事
件
か
ら
四
十
年
を
数
え
る
。
安
田
講
堂
の
学
生
に
よ
る
バ
リ
ケ
ー

ド
封
鎖
と
機
動
隊
に
よ
る
封
鎖
解
除
の
「
攻
防
戦
」
は
、
一
九
六
〇
年
代

か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
た
大
学
紛
争
の
象
徴
的

事
件
で
あ
っ
た
。
当
時
を
回
顧
し
た
番
組
「
東
大
落
城
〜
安
田
講
堂
三
十

六
時
間
の
攻
防
戦
…
四
十
年
目
の
真
実
〜
」
も
今
年
一
月
に
放
映
さ
れ
、

そ
れ
を
見
な
が
ら
当
時
の
学
生
た
ち
の
あ
の
怒
り
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
、
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

紛
争
に
関
わ
っ
た
当
事
者
の
回
顧
を
一
瞥
す
る
限
り
で
は
、
「
青
年
の

人
格
に
ま
と
も
に
向
き
合
わ
な
い
大
学
教
育
の
問
題
」
（
島
泰
三
、
二
〇

〇
五
）
が
底
流
に
あ
る
こ
と
を
、
今
日
的
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
基
底
に
し
つ
つ
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
・
同

時
期
の
世
界
学
生
運
動
の
激
動
・
「
新
左
翼
」
と
い
う
一
連
の
政
治
運
動

に
、
か
つ
て
な
く
広
範
な
学
生
が
参
加
し
て
い
っ
た
。

当
時
と
現
代
の
学
生
と
比
較
し
て
、
一
九
六
八
年
時
点
で
大
学
・
短
大

進
学
率
が
十
九
・
二
％
（
二
〇
〇
八
年
五
十
六
・
二
％
、
専
修
学
校
を
含

め
ば
七
十
八
％
）
と
い
う
数
値
か
ら
、
彼
ら
は
同
世
代
の
青
年
の
な
か
で

も
な
お
「
エ
リ
ー
ト
」
層
に
属
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か

し
、
あ
の
時
代
の
平
均
的
学
生
像
と
し
て
「
学
生
運
動
へ
の
参
加
」
「
体

育
会
系
ク
ラ
ブ
・
文
科
系
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
」「
時
間
つ
ぶ
し
」「
学
習
」

と
さ
れ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
（
溝
上
慎
一
、
二
〇
〇
二
）
と
い
う
レ
ベ
ル
で

は
、
現
代
学
生
と
さ
ほ
ど
の
大
き
な
差
異
は
な
い
。
こ
れ
以
降
の
進
学
率

が
基
本
的
に
右
肩
上
が
り
で
あ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
今
日
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
化
を
迎
え
る
大
学
教
育
の
様
々
な
起
点
的
課
題
を
、
学
生
た
ち
か
ら
突

き
付
け
ら
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

紛
争
後
、
個
別
大
学
で
具
体
化
し
た
改
革
は
、
教
育
方
法
の
改
善
と
学

内
民
主
化
で
あ
る
。
前
者
は
マ
ス
プ
ロ
授
業
へ
の
反
省
か
ら
少
人
数
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
増
加
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
柔
軟
性
が
加
味
さ
れ
た
。
後
者
で

は
、
学
長
・
部
局
長
へ
の
選
出
過
程
に
学
生
や
大
学
職
員
層
の
参
加
と
い

う
動
き
が
あ
っ
た
。
大
学
の
意
思
決
定
へ
の
学
生
参
加
は
こ
の
時
期
国
際

東
大
安
田
講
堂
四
十
年

水
谷

早
人

日
本
福
祉
大
学
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的
動
向
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
で
は
法
制
化
さ
れ
た
。
し
か
し
日

本
は
文
部
省
が
終
始
限
定
的
態
度
を
崩
さ
ず
、
紛
争
収
拾
を
目
的
と
し
た

「
大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
に
お
い
て
、
「
当
該
大
学
紛
争

に
か
か
わ
る
問
題
に
関
し
、
ふ
さ
わ
し
い
領
域
内
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る

当
該
大
学
学
生
の
希
望
、
意
見
等
を
適
切
な
方
法
に
お
い
て
き
く
よ
う
に

努
め
」
る
も
の
（
第
三
条
第
三
項
）
と
し
た
。
「
ふ
さ
わ
し
い
領
域
」
と

は
、
文
部
省
に
よ
れ
ば
、
学
生
の
課
外
活
動
、
福
利
厚
生
事
業
、
修
学
環

境
の
整
備
等
で
あ
っ
た
。
（
大
崎
仁
、
一
九
九
九
）

改
革
に
よ
る
紛
争
の
「
沈
静
化
」
の
な
か
で
、
そ
こ
に
内
包
さ
れ
て
い

た
思
想
的
課
題
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
提
起
し
た
の
は
中
野
実
の
「
反
大
学

論
」
で
あ
っ
た
。
―
―
当
局
の
論
理
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
粗
描
で
き
る
。

�「
学
び
問
う
」
者
と
し
て
学
生
と
教
授
の
あ
い
だ
に
は
な
ん
ら
差
異
は
な

い
。
学
生
も
大
学
構
成
者
で
あ
り
、
そ
の
権
利
と
責
任
を
保
持
す
る
。
そ

れ
由
、
学
生
の
大
学
管
理
機
構
へ
の
参
加
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
「
学

び
問
う
」
者
と
し
て
は
差
異
は
な
い
が
「
プ
ロ
と
し
て
の
専
門
研
究
者
な

い
し
は
教
育
者
」
と
し
て
「
知
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
持
つ
の
は
教
授

で
あ
る
。
だ
か
ら
講
座
の
最
終
責
任
者
は
Ｒ
大
学
法
学
部
の
教
授
と
す

る
。
�

学
生
を
抱
き
込
み
、
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
本
質
的

な
大
学
の
問
題
を
か
く
す
の
は
当
局
の
常
套
手
段
で
あ
る
の
だ
が
。
す
な

わ
ち
「
知
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
「
知
」
の
あ
り
方
を
全
く
問
わ
な
い

姿
勢
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
中
略
）
し
か
し
次
の
よ
う
な
姿
勢
が
貴
重
な
萌

芽
で
は
な
か
っ
た
の
か
。「『
学
生
参
加
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
！
』
で
は
な

く
教
育
秩
序
の
前
提
、
基
盤
で
あ
り
固
定
化
し
て
い
る
教
え
�
教
え
ら
れ

る
関
係
、
評
価
�
被
評
価
関
係
を
形
骸
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思

う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
我
々
自
身
の
教
育
観
、
思
考
方
法
、
批
判
主
体
と

し
て
己
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」。―
―（「
大
学
論
序
説
」

一
九
七
五
か
ら
）

中
野
が
在
学
中
に
取
り
組
ん
だ
「
自
主
講
座
」
運
動
の
よ
う
な
目
的
意

識
化
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
学
生
自
身
に
よ
る
自
主
ゼ
ミ
や

ピ
ア
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
学
生
自
治
組
織
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
近
年
ま

で
機
能
し
て
い
た
。
私
が
勤
務
す
る
日
本
福
祉
大
学
（
愛
知
県
）
で
は
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
、
一
年
次
演
習
「
現
代
と
学
問
」
に
お
い
て
毎

回
の
授
業
前
後
に
上
級
生
の
オ
リ
タ
ー（「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ポ

ー
タ
ー
」
の
略
か
）
が
ク
ラ
ス
に
入
り
、
サ
ー
ク
ル
、
履
修
登
録
や
学
生

生
活
全
般
に
わ
た
る
新
入
生
の
不
安
・
疑
問
に
答
え
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
合
宿
準
備
支
援
も
行
っ
て
い
た
。
オ
リ
タ
ー
は
二
年
次
演
習
ク
ラ
ス

の
自
治
会
代
議
員
か
ら
選
任
さ
れ
、
そ
の
養
成
は
学
生
自
治
会
が
担
っ
て

い
た
。
代
議
員
会
は
月
一
回
定
例
化
さ
れ
、
学
生
大
会
や
大
学
祭
へ
の
参

加
を
組
織
し
て
い
た
。
自
主
的
な
サ
ブ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
は
、
正
課
授
業

の
ゼ
ミ
よ
り
も
出
席
率
が
よ
く
、
欠
席
し
が
ち
な
学
生
へ
の
連
絡
が
手
分

け
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
オ
リ
タ
ー
の
指
導
モ
デ
ル
か
ら
学
び
、
自
主
活

動
に
お
け
る
学
生
間
の
循
環
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
展
開
し
た
一
年
次
ク
ラ
ス
の
学
生
た
ち
が
、
二
十
年
経
つ
今
日

で
も
ク
ラ
ス
独
自
の
同
窓
会
名
簿
を
更
新
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

－ ３ －



る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
大
学
と
い
う
存
在
は
時
間
的
空
間
的
に
彼
ら
彼
女

ら
自
身
の
自
主
的
な
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
、

教
え
ら
れ
る
。

中
教
審
「
学
士
課
程
教
育
」
答
申
（
二
〇
〇
八
年
）
に
指
摘
が
あ
る
「
双

方
向
型
学
習
」
「
体
験
活
動
を
含
む
多
様
な
教
育
方
法
」
な
ど
、
正
課
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
主
体
的
能
動
的
な
学
び
を
引
き
出
す
教
授
法
や
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
学
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。か
つ
て
文
部
省
に
よ
り「
学

生
参
加
に
ふ
さ
わ
し
い
領
域
」
と
さ
れ
て
き
た
「
厚
生
補
導
」
を
所
管
す

る
学
生
部
で
は
、「
学
生
支
援
」と
い
う
用
語
が
今
日
多
用
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
度
文
科
省
に
よ
る
競
争
的
資
金
採
択
を
受
け
た
「
新
た
な
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
一
覧
す
れ
ば
、
そ
こ
に
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
養
成
、
教
職
員
に
よ
る
学
生
の
自
主
的
活
動
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
創
出
、
そ
の
た
め
の
教
職
員
研
修
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
教
育
の
特

色
に
合
わ
せ
た
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

現
代
の
大
学
と
学
生
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
一
連
の
動
向
を
、
東
大
安
田

講
堂
四
十
年
に
遡
り
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
中
野
の
い
う
「
学
生
参
加

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
レ
ベ
ル
に
な
お
留
ま
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
疑
問
を
拭
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
代
か
ら
未
来
へ
と
向

か
う
学
生
の
目
線
か
ら
、
深
く
時
代
の
先
を
読
み
解
く
努
力
の
営
み
を
通

じ
て
、よ
り
本
質
的
な「
プ
ロ
と
し
て
の
専
門
研
究
者
な
い
し
は
教
育
者
」

と
し
て
の
「
知
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
、
若
者
に

と
っ
て
の
学
び
の
拠
点
た
り
う
る
大
学
の
新
た
な
内
実
を
形
成
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学
紛
争
時
、
機
動
隊
と
と
も
に
大
学
当
局
の

盾
と
な
っ
て
学
生
の
前
に
登
場
し
た
大
学
職
員
は
、
そ
の
後
の
改
革
に
お

い
て
学
生
以
上
に
大
学
運
営
へ
の
参
加
を
果
た
し
実
現
し
て
い
っ
た
。
大

学
民
主
化
の
進
展
の
な
か
で
学
生
と
同
伴
者
で
あ
っ
た
大
学
職
員
に
は
、

紛
争
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
学
生
参
加
の
思
想
を
、
文
化
的
に
深
く
理
解

し
実
践
す
る
責
務
が
あ
る
。
本
誌
今
号
の
テ
ー
マ
と
す
る
「
大
学
職
員
の

仕
事
を
考
え
る
」
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
歴
史
的
使
命
を
欠
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
設
置
基
準
に
い
う
「
Ｆ
Ｄ
の
義
務
化
」
は
、
教
員
だ
け
に
課
せ

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
Ｆ
Ｄ
と
は
、
大
学
に
お
け
る
「
教
授
実
践
」
の

文
化
や
価
値
観
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
（
飯
吉
透
）。来
る
べ
き
時
代
と
社

会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
知
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
あ
り
様
を
市
民
的

立
場
に
立
脚
し
て
具
体
的
に
提
示
し
、
学
生
自
身
の
手
に
な
る
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
る
「
再
構
築
」
「
再
生
」
の
た
め
に
、
学

生
の
護
民
官
で
あ
り
随
伴
者
と
し
て
、
組
織
的
・
思
想
的
に
大
学
お
よ
び

教
授
実
践
の
文
化
・
価
値
観
を
変
革
す
る
業
務
実
践
が
職
員
の
仕
事
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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